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	Wntタンパク質受容体。Wnt-Fzd-LRP5-LRP6複合体の構成要素であり、受容体-リガンド複合体をリボソームサイズのシグナロソームに凝集させることでβ-カテニンシグナル伝達を誘導する。Wntタンパク質受容体。Wnt-Fzd-LRP5-LRP6複合体の構成要素であり、受容体-リガンド複合体をリボソームサイズのシグナロソームに凝集させることでβ-カテニンシグナル伝達を誘導する。β-カテニンの標準的なシグナル伝達経路は、disheveledタンパク質の活性化、GSK-3キナーゼの阻害、β-カテニンの核内蓄積、およびWnt標的遺伝子の活性化につながる。 PKCとカルシウムフラックスに関わる第二のシグナル伝達経路が、ファミリーメンバーの一部で確認されていますが、PKCはWntシグナル伝達によるGSK-3キナーゼの不活性化に必要であると考えられるため、これが独立した経路なのか、それとも標準経路に統合できるのかはまだ明らかではありません。どちらの経路もGタンパク質との相互作用を伴うと考えられます。組織形態形成中および／または分化組織において、極性情報の伝達および細胞間伝達に関与している可能性があります。WNT1などのWntタンパク質のRYKと共に共受容体となります。
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	Jurkat 細胞溶解物における Frizzled 8 発現のウェスタン ブロット分析。

